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1. フ ロイ トか らユ ンク ヘ

夢の象徴表現に類似した形式で語られているポオの作品を解読しよ う とする とき, フ ロイ

ト理論を基礎とする精神分析学的文学批評は, 本論文前篇で見たように(1), 作品形式に関与す

る心的メ カニズムの面でひとつの驚異的洞察力を発揮するこ とが認められる。ポオの小説は,

この方法論の導入をまって, はじめてたんにアメ リカ ・ ロマ ン主義文学のグロテスクな想像

力が産み落としたゴシ ック風小説と してでな く , 意識と無意識の裂け目から覗き見られた魂

の奈落にあるものの詩的言語表出であるこ とが, ひろ く認め られるに至ったといってよい。

こ う して精神分析批評は, 従前の伝記的研究に助けられながら, 創作者個人の心理の深みに

入りこみ, 創作衝動の起点エネルギーを探 りあてることによ り, 衝動充足の補償様式である

〈昇華作用〉として象徴言語表現が創出する構造を解明する手段として評価されるのである。

その一方, 芸術作品を 〈快楽原則〉 と 〈現実原則〉 という対立原理の支配下にある願望充足

補償の産物と見なすこの精神分析批評では, 対象作品がこの方法論に免れがたい生物学的,

個人的原理の制約のために, ある程度まで卑小なもの, また限定されたものに還元される危

険がつきまと う。 この事実は, 皮肉なことにかえってこの批評方法を一時期アメ リカ文学研

究の主潮にまで押し上げるのに役立ったよ うに思われる。 作品が個人的で卑小な対象と見ら

れるこ とによ り, 批評家たちは容易に小説の語 り手や作家のなかに <病的症例〉 を発見し,

彼 らをー きわめて筋違いのこ とながら一 道徳的, 倫理的規範の高みから批判するこ と。が

で きた。 つま り精神分析批評は, ア メ リカ文学批評の土壌につよ く根づ く モラ リス ト批評の

風土に誤まって適応させられる危険な要素を帯びていたのである。 当然のことながら, その

最大の犠牲者はポオ, ホーソーン, メルヴィル, ホイ ッ トマ ンといった 19世紀ロマン主義の

詩人, 作家たちであった。

では, フロイディアソの精神分析批評が欠落させたものはなんであったのか? この問い
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には抽象的な答ではな く , 論文前篇で検証した方法論と対比し, フ ロイ ト学の発展体系とし

てのCarlG. Jung ( 1875- 1961) の分析心理学の視座にも身を置きながら, 「黒猫」 を さ らに

重層的に考察する過程で答えていきたい。 その過程は当然, 作家ポオの個人的深層心理のコ

ンプレ ックスから, 彼の読者もが共有する <集合的無意識〉 やそこから生じる <元型的イメ

ージ〉 へ と向かうであろ う。 ポオ文学, なかんず く 「黒猫」 のよ うな作品では。 ソクの <ア

エマ〉 ( およびアユムス) の概念(2)の適用が要請されるので, それについて最小限の了解をし

てお く こ とは必要であろ う。 アエマ ( アエムス) は男 (女) とい う外面的人格を補填するか

のよ うに, 反対の性の人格要素として内にひそむ内面的人格を指す。 それは理論的概念でな

く , 「いかなる男性もいっさい女性的なものを持たぬほど完全に男性的ではない」 (3)とい う経

験則から出発している。 この「男性の体内の小数派たる女性遺伝子の心的あらわれ」(4)は, 通

常男性にあっては抑圧されるから, これが無意識のなかで女性的像を結び, 逆に彼の無意識

への橋渡し役を果たすものと考えられる。 アユマ概念は, 文学研究以外に広 く人文 ・社会諸

どぽかりか, 陰陽五行説や日常的な男女関係のさまざまなモチーフ形成, 象徴作用にふかく

与っ七いるこ とが感じ と られているからである。

ユソク心理学を方法論と して文学作品の分析に具体的に応用するのは容易なわざでないけ

れど, その一例と してアメ リカ人研究者がそれを図式的に適用した短い「黒猫」論(5)が手もと

にあるので, まずこれを概観してみるこ とにしよ う。論者 RobertaReederによると, 「黒猫」

は語 り手主人公による, 黒猫と して現出した自己のアエマの抑圧, 支配, 追放, 封じ込めの

試みがこ とごと く失敗に帰する物語と して解釈される。 プロッ トの順にしたがってその分析

を要約すればー まず語り手は第一の黒猫の片目をえぐ り取るこ とによってアユマを支配し

よ う とするが, それをねじ曲げるだけであ り, 黒猫絞殺 とい うアエマの具体的抑圧も, ただ

その再現をお く らせるにすぎない。 事件の夜の火事は, 本能の力を祓い清めよ う とする願望

を象徴し, 焼げ残 りの壁面上に再現する猫の形姿は, アエマ追放の失敗を表わすはずである。

この幽霊から逃れるために代わりの猫を見つけるのには成功するものの, おのれを脅かし恐

怖に陥れるものと してのアユマに対する彼の態度は, 猫の胸も との白毛の絞首台模様となっ

て現われる。 残虐の度を加えた語 り手は黒猫の代 りに, 自己のアニマの女性象徴たる妻を殺

し, いまや意図的かつ細心にアエマを心理的な壁のなかに塗 りこめて塞ぐのに成功する。 し

かし理性による意図的抑圧が強まるときにこそ蓄績されたエネルギーは最大にな り, 閉じこ

めめられたアユマと しての猫は咆呼の叫びをあげるー 。

リーダーにとってこの物語ぱ thedramaoftheanima’sstruggleforexpression”(6)とい う

心の寓意劇であり, そこで語 り手は 「自己の非理性的衝動に対しなんらかの肯定的関係を形

成する代 りに, みずから 『片意地』 と呼ぶ抑えがたい力, 彼の理性的意志がたんとか息の根

を止め消滅させねばならない力, の無力で受動的な代行者にな りさがるこ とを選ぶ」(7)と批判

される6 前篇で論述したフ ロイ ト学に基づ く精神分析批評とは異な り, た しかにここでは,

作家ポオ自身の伝記や個人的な精神病理分析の知識の助けなしで, 作品をある程度まで普遍

的人間精神の内面劇と して解釈できる利点がある。 その一方で, 前篇で検討したテクス ト中

の黒猫と語り手の妻の両者をテクス トの背後にある作家の母の仮装の姿とするボナパル ト女

史の解釈が脱落させたのに劣らぬほどのものを, こ こで も両者を語 り手のアエマとい う専門

用語に置き換えるこ とによって解釈の網目から落と してしまったのではなかろ うか。 黒猫と

アエマを直結する単純化については後述すると して, 問題にしなければならないのは, ここ

科学- なかんづ く神話学, 比較宗教学, 文化人類学, 構造分析論などー
シ ユ ジ ユ ギ ー ア ヘ ル マ プ ロ デ イ ー ト ス

あるが, それは本論でも触れる <対をなす男女神〉, <男女両性具有〉 神話,
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でも論者が自論展開の批判的出発点と した Jame5WoGarganoの 「黒猫」 論(8)と同様に, あ

たかも語 り手主人公が無意識に発する力を肯定的に同化するか, それとも抑圧するかを自由

意志で選択する余地が残されていたかのよ うな前提から論が進められている事実である。 作

品の冒頭で彼は自分が興奮しやすい性質であることを告白してお り, 語 り手のレベルでは論

者のいうアユマの抑圧は事件の時点で もはや選択の余地のない心理的強迫となっているので

あって, その前提の上で しかこの作品の語 りが成立しないのは明きらかだ とせねばならない。

リーダー女史の所説さえもが, フ ロイ トであれユソクであれ心理学体系の学問的図式だけを

そのまま文芸批評に適用しよう とするとき, モラ リス ト的アメ リカ文学批評の風土に取 りこ

まれる危険性が多分にあるこ とを暗示 しているよ うに思われる。

文学批評に精神分析学的観点を導入することが積極的な意味をもつとすれば, それは創作

一 広い意味では読書行為も含めてー に関与した無意識過程に, 個人な り集団なりの夢や

文化がなした作業の跡をたどり, 象徴や形象による深層の意味論になんらかの意義を見出だ

してやるこ とであろ う。 作家論的観点からもっ とポオに即していえば, 彼の深層の幻想構造

の言語表現が, それがもつ心理的補償作用を通して自己調整機能を果たし, それによって内

的均衡と魂の全体性の回復が計られるのを認めるこ とである。 さ らに読者論的ないい回しを

すれば, 作者の言語的想像力によって日常的自我意識の地平のかなだの元型的イ メージの世

界と出会い, それが企図する魂の全体性回復のもつ超越的機能を通して人間存在の実体と意

味に気づき, みずからの実存を了解するのを評価し よ う とするこ とである。 とはいえ実際に

は, 夢の解釈法に準拠する精神分析が開示するのは, 人間本性に基づ く ものである限 りにお

いて根源的ではあって毛類型的であ り, ほとんどが複雑な分析過程の期待を裏切るよ うなあ

りきた りの内容にな りがちである。 芸術作品に内在するそのなにかのいっそ うの深みに達す

るこ とをめざして, さ らにユソク学派の方法論によるポオ批評に目を通しながら, それを補

う視点と して元型批評(9)のアプローチへと進んでみたい。

2 . 語 りの基本構造

ユソク学の成果を 19世紀アメ リカ ・ ロマン主義文学研究に本格的に採 り入れよ う と した

M artiri Bickman ( 1945- ) は, そ の著書(10)で “Animatopoeia : Sirensof theSelf” と 題す る

一章(11)をポオに振 りあてている。 標題が示唆するよ うにアユマ形成を焦点に置き, 副題を読

みかえれば女主人公たちを「自己を死へと誘惑する者」(12)と見なす立場から代表的作品4篇(13)

に限定してポオを論じるので, 本稿の直接的な対象である短篇 「黒猫」 へは言及がされてい

ない。 分析心理学の方法論に立つと, 女性作中人物は心的要素の客観化されたものと見なさ

れ, 物語はそれらり諸要素の内面劇と して解釈されるが, ピックマンは女性仮象を<根源的〉

女性と 〈変移的〉 女性一 換言すれば 〈恐ろ しい母〉 と <アエマ〉 一 に分けた上で, その

おのおのに肯定的な面と否定的な面があ り うると分類する。 あえてこの図式に当てはめると

すれば, 黒猫に恐ろしい母としての否定的な根源的女性元型が, 妻に肯定的アユマ像が措定

される。 語 り手の自我意識がどう してもわが魂から抹殺せざるをえなかったのは, 無意識の

深みに巣 く う恐ろ しい根源的女性像であったが, その抹殺は同時に魂の導き手としての肯定

的アエマのいのちをも断つことにつながるとい う寓意がここには含まれているこ とを留意す

るにとどめて, いますこし作品に沿いながらその構造の分析を進めてみよ う。

「黒猫」 は語 り手と主人公が同一人の一人称話法が用いられ, 作者と語 り手主人公という

一元的な関係で眺められるとい う意味では語 りの構造は簡単なよ うに見える。 ただ しプロッ

ト進行の語 りとは別に, 物語中す く な く とも 2箇所にかな りながい語 り手の所感が述べられ



ここで語 り手が 「畏怖におののきながら語る出来事のなかにごく 自然な因果関係のつながり

を しか感じない」 知性の持主とは, 語 り手 とい うよ りはむしろ作者が予感した冷静な知性の

持主であ り, もしそれが作家ポオ自身の理知的な一分身- た とえば彼の創造になる名探偵

‥‥ Tome, they 〔a seriesofmerehouseholdeventstobetold〕 havepresentedlittle

but Horror- tomany they will seem lessterriblethan bayyoqw s 〔s趾〕 . Hereafter,

perhaps, some intellect may be found which will reduce my phantasm to the

common-place- some intelled nlore calm, more logical, and far less eχcitable

than my own, which will perceive, in the circumstances l detail with awe, nothing

morethananordinarysuccessionofverynatural causesandeffects. (M . 111. 849-850.

1talics Poe’s and bracketsmine.)
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ているが, この語 り手の声にポオの肉声を重ね合わせて聞く読者もいるはずである。

の知性への一種の挑戦ではある。 しかし作者が描こ う とするものの焦点にあるのはあ く まで

も自分にはまった く異質な激情を伴 う意志に捉われた男の話であっ七, そのために言語伝達

がきわめて困難な核心部を もつ物語をいやし く も語ろ う とする限 りにおいて, 作者はこの悪

霊の不意打ちを く った語 り手主人公の側にあると しなければならない。 こ こで語 り手と作者

の関係は, 臨床心理学の比喩を使えば, 精神の極限状態に発するよ うな恐怖の悪夢に捉われ

た患者ポオと, その夢の解釈者と しての医師ポオの関係と見るこ とができよ う。 患者が心の

深みから受け取った象徴的な夢の手紙が読者の心の深みに届けられる可能性は, ただひたす

ら私たちのうちのなんぴともみずから0 与 り知らぬ衝動や意志の犠牲者たることからまった

く免れることはないとい う措定にかかっている。 ポオはこの作品を書 く こ とによって, この

理不尽な激情 と しての悪霊に襲われながら哲学や宗教からさ え救いの手を差しのべられない

人間の魂の擁護者の側にあることを, 鮮明に宣言しているのである。

「黒猫」 は家庭内部の事件なので, 共時的に見ればその当事者はいつも, 主人公, その妻,

黒猫に限定される。 便宜的に拙論前篇のプロッ ト表番号に沿ってその展開の時間軸にしたが

い登場者数 (下段) の移 り変 りを表わす と, つぎの数列が得られる。 ¥

を想定したものでないと しても, 作者による読者Chevalier C. AugusteDupinのご と き

3- 2(3) 3(2-1)1

登場者数の 1なる数値が出る局面に注目すると, 他者存在の介在が意識される以前のプロッ

ト表①では, 主人公は生きものに愛情を抱き, 生と調和状態にある。 妻り殺害後黒猫も姿を

消して安眠する⑦一⑧でも, 主人公の意識は総合され束の間の自足的調和が取り戻されてい

る。 ⑨の括弧内に含む1は, 主人公処刑後の <死神〉 と妻の遺骸との複合体への主人公のあ

り うべき合体を暗示する。 この語られざる結末の数値 1は, 「最初のものの根源的な単一状態

には, 次代のすべてのものの続発すべき原因が潜んでいると共に, それらのもめの必然的な

破滅の萌芽も潜んでいる」 (V. XVI . 185-86(14)) とい う“Eureka : A ProsePoem” ( 「ユ リイ

カ」 1848) における一般命題に照らすと き, はじめの 1へと結びつき, 数による物語の円環

構造を示唆することになる。

数2は, 主人公と妻 (② ④) , 主人公と黒猫 (⑥) で現われるが, プロッ トの上でほんの

2
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瞬間, 推移的に生起するかに見えるにすぎない。 2が真に具現するかに思われるのは, 主人

公と黒猫 ・妻の屍体の複合体 (⑨の括弧内) という仮定された形式においてで, ここではじ

めて自己と他者の対置一 魂の両極性へと内面化していえば, 自我と非 我, 意識と無意識と

いう本来の対置構造が現われる。 ただ し この最終タ ブローにおいてさえ殺人犯と して処刑沫

殺さ るべき前者は, 死において受け容れられるかも しれぬ後者との合体を通して, 1に帰る

推移の過程にあると考えられな く もない。 この観点からすれば, この物語には分裂した自己

のあらゆる対立命題を死において再統合するとい う ロマン主義的超越志向が作用していると

結論してよかろ う。

3なる数値こそが語り手が無意識のうちに求めたものであることは, プルー トー殺し直後

(④) でさえ壁面に浮き出る猫の幻の形を取ってまで 3の成立がはかられることから推測され

よ う。 い うまで もな く 3は, 三位一体の元型に明きらかなよ うに聖別された数である。 3が

図像化された三角形は, タ ロッ ト体系の象徴では(15), 円と類縁関係にある <天〉 と して聖霊

を指示するとされるが, この物語の三角構造による <魂〉 の解釈の強制は, 自我意識の対決

者たる無意識が妻と黒猫とい う対照的表象を借 りて二極分化していることを表わしている。

こ こには自我意識と無意識との統合とい う問題以前に, ピ ックマンの図式を応用すれば, 否

定的な根源的女性像と肯定的アユマに分裂した無意識構造の統合とい う課題が出されてい

て, その統合による自己超克の可能性が暗示されている。 しかし聖なる霊と しての魂への固

執さめやらぬロマン主義的心性にとって, 神聖なるべきその三角構造の一角を古代的な恐ろ

しい女性表象が占める魂の自己超克とはいかなる様式を要したものか。 ここであ り うべきひ

とつの形式と して神話元型との出会いを考えてみよ う。

3 . 神話 ・元型的背景

物語の構造分析で固執されているのが知られる三者間の葛藤が中心主題とな り, しかもく世

界霊〉 とも呼ぶべき <魂〉 を語る古典神語と して <プシューケー : エ ロース : アプロディー

テー〉 の物語がある。 嫁いじめの民話が混入され, 2世紀ローマの作家アゞ プーレイ ウスに

よって広められた伝説では(16), プシューケーは禁じ られた恋人の寝顔を見たばかりに逃げ失

せたエ リースを求めて各地を さまよい, 姑アプロディ ーテーの命ずる苦行に苦闘し, その苦

難を通して人の娘が不死の神々の領域に受け入れられるさ まが語られる。 すでにポオの詩

“T o Helen” ( 1831) に お い て , 「手 の う ち に馮瑠 の ラ ン プ 」 ( M . 1. 166) を 持 っ て彫像 の ご

と く立つヘレソが最後に “Psyche” と呼びかけられているが, この詩にプシューケー伝説を

適用するピックマンは, 詩人の意識と無意識とがヘレソを焦点と して合体し, こ ころが原初

的統一, つま りまったき魂に回帰した ことを示すものと解釈する(17)。 短篇 「黒猫」 にとって

神話モテ ィ ーフが照応するのは, 自我のかけがえのない片割れとい うべきアエマ (妻) が死

神プルー トー (黒猫) の犠牲に供されるように, <魂〉 が怪物としてのエロースヘの人身御供

とされ, さ らにエ ロースとの合一が達成されるまえに 〈恐ろ しい女神〉 の課する一連の試錬

を経ねばならない点で, これは本来の人間の魂の危険に満ちた状況と, 物質的な実体を喪っ

た影のごとき霊魂の再生の条件をさえも暗示するのかもしれない。

エ ロースは, ヘレニズム時代以降アプロディ ーテーなど豊穣女神の息子に系譜化され く愛

の神〉 と して擬人化される以前には, も と も と人間の心身を慄わせ萎えさせる恐るべき原初

の力で, なにものを も征服しあらゆる ものを結びつける力であった(18)。 このよ うな根源的力

がポオの近代的自我にとって固有領域を越えた <異界〉 に属するものに見えるのは言をまた

ない。 〈異界〉に属する神の姿をプシューケーが見るこ とを禁じ られたよ うに, 近代自我にも



在との死の結婚という運命を受けいれるに至る。

物語の最終場面は現場の関与者たる主人公と警官隊, それに読者のすべてを恐怖で諌ませ

るが, それは私たちの意識にもまだ知られない秘密の象徴群に包まれているからだろ う。 た

に向けられた夫の斧をわが身に受けて, 現世の男とではな く アニムス形象を帯びた神霊的存
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目をそらさねばならぬアユマの否定的形姿があ り うる。プシューケーが深夜ついに禁を破 り,

燭台の火を <野獣〉 の頭上にかかげよ う と したとき, 彼女が剃刀を手にしていたこと一 つ

まり男性 (それに宿る野獣性) を憎む母性の力に駆られていたこ と(19), を私たちは知ってい

る。 「黒猫」 の主人公が根源的女性としての否定的アエマ (黒猫) の抹殺をはかるのは, プシ

ューケーが怪獣と しての否定的アニムスの沫殺へと駆られたのに対応すると見なされる。 た

だし小説の黒猫には女性の根源的自然性 (獣性) ばかりでな く , 主人公の男性的野獣性への

怖れも投影されており, 実際には複雑な心理要素が負荷された形象となっていることを認め

ねばならない。ポオ神話に即して付言すれば, 妻を愛し獣を憎むとい う葛藤に直面するのは,

それまで天上的な愛の楽園で暗闇に隠されていた妻の女性性の自然的存在としての一面が燭

台の明かりを浴びよ う とするこ とを意味する。 喀血を契機と して, 20歳にならんと したヴァ

ージュアが処女性なる天上的輝きをのみ崇拝される段階から母性へと繋がる真の女性性に目

覚めよ う と していたとい う本論文前篇の仮説は, この推論にひとつの足がかりを与える。 プ

シューケーは悪霊の生贅に捧げられる花嫁として, アポローソの神託にしたがい死にいく婚

礼の粧いに飾られて岩山の頂に置かれるが, ここには母と娘の共同体から男性とい う異境的

荒野への女性の強奪による分離が死の陰喩で表わされている。 ポオが父方の叔母ク レム夫人

に母性的愛情を求めながら彼女とヴァージェアの母娘共同体のなかへ繰 り込まれていった伝

記上の事実は, 死で比喩されるような母からの娘の分離を物理的にばかりか心理的にも困難

にさせていた。 死の結婚の神話元型は, こ う して作品中に定置されるこ とになるのである。

「黒猫」 の惨劇を死の結婚の神話元型的悪夢と見る視点は, 黒猫に主人公 ( または作者)

の無意識的所与ばかりか, 妻 ( またはヴァージュア) のそれの投影を も認めることを許すよ

うに思える。 黒猫の片目の欠損は夫婦間の愛の一面の欠除を形象するが, 酒乱と片意地によ

って夫が失なわれるにしたがって彼女の黒猫への傾斜は強まったのであろ う。 ついには黒猫

静止画像から 〈死神〉 ブルー トーンによって地底の冥界へ強奪された乙女ペルセポネーの死

との類比を認めるこ とはたやすい。 〈デーメ ーテール : ペルセポネー : ハーデース〉神話もプ

シューケー伝説同様に 3を基本構造にもつ神話であるが, 神話学者ケレーニイによれば, 花

嫁ペルセポネーの強奪は死の比喩であ り, 処女喪失と冥界への境界を越えるこ とは比喩とし

て同義語にあたるという(20)。 さ らにユソクは, 女性にIおけるコレーの精神分析学的症例とし

て, この元型的乙女と母親が動物の姿で現われることがあり, その代表的な動物が猫や蛇や

熊などであると指摘している(21)。 ここで 「黒猫」 の主人公がいく つもの愛玩動物のなかでと

く にプルー トーの存在を意識する契機を考えると, この猫の利口さを話題にするときす く な

からず迷信ぶかかった妻が 「黒猫はみな魔女の化身だとい う昔からの言いつたえをよく 口に

した」 (M. 111. 850) こ とにある。 妻のこの洞察は, 迷信に染まっていたから とい うより彼女

のアユムスによる確信の表明であり, 主人公の脳裡に妻と黒猫が関連づけられる機縁をなし

ている。 またこのような女のアニムスの表出は男を苛立たせるのがつねで, 彼が妻に潜在的

な敵意を抱 く ひとつの背景となっている。 たしかに魔女が跳梁した中世 ヨーロッパでは, 黒

猫は魔女の化身, 仲間, ないし使者とされたが, たびかさなる魔女狩 りにもかかわらずそれ

が現われるのをやめなかったのは, 彼らを二千年の長きにわた り悪霊の攻撃や狂乱, 意識喪

火のよ うな片目を見開いた黒猫が乗っているだ直立した妻の屍体の頭上に真赤な口を開け,
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失など魂の危険から守り通してきたと信じられたキリス ト教信仰という心の防御柵が, すで

にその歴史のなかば過ぎから破れ目を現わしはじめていたことを表わしている。 父 ・子 ・精

霊の聖なる三位一体のドグマから締め出された女性的原理と, かつてはそれを担いながら追

放された異教の女神の怨霊たちは, 人びとの無意識の深みから魔女の悪夢を送 り続けた。 ポ

オの主人公を巻きこむのも, 旧世界の辺境にまで持ち越された悪夢の渦のひとつだったのだ。

むろん死神が黒死病の衣をまとって剔狐をきわめた中世において, 疫病の根源で同時に媒介

者だった鼠の天敵と しての猫が聖化される心理学的余地はあったかもしれない。 菌感染によ

る疫病とい う科学知識はむろんなかった としても, すでに古代エジプ トにおいてさえ穀物畑

や穀倉を鼠害から守るもの一 多分そこから豊穣 ・結婚の守護女神- と して牝猫頭バステ

ィ ト女神= 牝獅子頭サク メ ト女神への信仰があった。 これはやさ しいバステ ィ ト と血なまぐ

さいサク メ トのいずれにも変容する二重の女神であ り, エ ドフ ウの司祭たちはこの戦争, 災

害, 病気をひきっれたサク メ ト女神をたえず鎮める必要から, 特定の儀式書を用意していた

といわれる(22)。 このような神話元型を背景に帯びる動物の形象で表わされたものが喚び起こ

され, 主人公の暴虐の対象とされると き, そこになんらかの情緒的眩惑や戦慄感が生ずるこ

とは容易に想像される。

フ ロイ トでは作家個人の母から生ずるものと された黒猫の影響力は。 ソクにおいては。

「実の母から生じて く るものではな く , むしろ母に投影された元型が母に神話的背景を与え,

それと と もに権威を, さ らには聖 性を付与する」 のであ り, また 「と りわけ顕著なのは, 小

児の恐怖症にしばしば認められるような, 明白に神話的形象が登場する場合であって, 母は

動物, 魔女, 妖怪, 人食い, 両性具有者などと して現われるのである」 (23)と説かれる。 ここ

で列挙された根源的母親元型のまと う形姿は, すべて 「黒猫」 の最終タ ブローのなかに暗喩

的に含みこまれていると見なしてよかろ う。 「黒猫」の語 り手を中心とする作品論的なレベル

では。 ソク学に基づ く神話 ・元型批評は黒猫の出処と物語についてこのよ うな一般的な形

での解釈の道筋を与えて くれはする。 しかし, こ とエ ドガー ・ ポオにあっては, た とえ推論

が狼雑に至ろ う とも, 黒猫の出処の問いは作家論レベルに到達せぬかぎり問い尽 く されたと

い う満足感がえられない呪いがかかっているよ うに思われる。 ポオ夫妻にとって, 魔女の化

身となって表わされるものはなんであったのか。 それは単一の答えでは表わされるものでは

ないが, もっ とも個人的な深層心理から考えれば, 現実にはエ リザベス ・ ポオとマライア ・

ク レムと して実在したふた りの母である。こ とに娘夫婦よ り長生きしたク レム夫人にとって,

花婿のポオは自分から娘を奪い去る見知らぬ男ではな く , 血縁の甥であり自分に母性愛を求

める事実上のも うひと りの息子エディ にほかならなかったろ う。 こ う して若いふた りは執拗

な猫の片目のよ うに自分たちに目を注 ぐ彼岸と現世のふた りの母を持つこ とになる。 しかし

真の結婚の成就は, プシューケー神話が語るように, 母との心理的紐帯を断ち切 り, そのよ

うな血縁共同体の崩壊と更新を必要とするものである。 物語中の火事, 殺人, 屍体の隠蔽,

その露顕とい う一連の悪夢的継起を追ってみると, そ こにふた組の母と子の血縁紐帯に対抗

してあたらしい世代の男女の婚姻関係の成就, いいかえれば真の花嫁への変容を可能とする,

娘の強奪による <死の結婚〉 の達成の夢と, それによって太母的母親の怒 りを こ うむる悪夢

が読みとれる。

もちろんこのような個人的な無意識のコンプレ ックスは, 作品化の経過において古代的,

神話的性格の心象を帯び, 読者にもある種の畏怖感を生じさせ, 特殊な意識の変化を及ぼす

はずである。 そのプロセスの一端は, 第一の黒猫に古代異教の冥府王の別称が与えられるこ

とにも うかがわれる。 これには作品執筆時, 喀血が続く妻ヴァージュアを傍らにして, 死が
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はげしい強迫親念になっていたこ と とかかお りがあるこ とについてはすでに前篇で考察し

た。 恐ろ しいハーデースの本名を口にするのは忌むべきこ とだったから, 彼はプノレー トーソ

(富者 ・富を与える者) をはじめい くつかの別称で呼ばれ, 死の神であると同時に< 冥界〉。

<墓〉, 〈死〉 を も意味した。 ローマでの一呼称 DisPatey (父なる神) への公けの崇拝は,

シュ ビレー予言書によ り西暦前 249年にプロセルピナ ( = ペルセポネー) 崇拝とと もに始め

られたが(24), パテルは冥府の女王との区別の必要上つけられたものであろ うから, 黄泉の神

格が <一対の男女神〉 化される必然性がギリシア, ローマ両古代世界にあったことを うかが

わせる。ある興味ぶかい仮説によれば, エ トル リア起源 と信じ られる死の神のロ:- マ名 OyCltS

がもしもギ リシア, ラテン両語で<熊〉を意味する仮説的共通語源 りπ印asから派生すると仮

定すれば, オルクスは熊だったのかもしれぬとされる(25)。 また狼や熊の毛皮の冠を着けた八

- デースのフ レスコ画もあるこ とから, <一眼の巨人〉から与えられたハーデースの隠れ帽は

狼か熊の毛だったろ う とい う推論も成立しよ う。 死こそ飽 く こ となき人喰い鬼 ogre (prob.

fr. L. 0γCMS)(26)であるから, 冥府王とは人を喰う と信じ られた動物の毛皮を被った <神霊〉 で

あ り, その点では猫科動物に資格が欠けるわけではない。 ポオのプルー トー ( と後継者) は,

母に怯える子の無意識のなかで巨大猫科動物の人喰い牝獅子サクメ トにまで自己増殖した黒

猫であ り, それ自身が毛皮をまとった神霊にほかならないから, だれし もそれをすっかり殺

すこ とはできない。 主人公が重ねて口にする黒猫への恐怖感, 屈強の警官たちをすら立ち諌

ませた最終光景のもつ extremityof terrorandawe” (M. 111. 859) の背後には, その名を

口にするのさ え憚られる恐ろ しい神への畏怖感があったのである。

ハーデース神話の核心は, それまで男神独裁支配の死者の国が死の花嫁の入籍により。

ソクのいう <一対の男女神〉 の支配する領域に変わる経緯が物語られる点にある。犬生気溢れ

る黒猫と妻の屍体とで構成される地下室壁面内部の冥界は, 冥府王による処女掠奪の神話的

構図と奇妙なほど心象上の対応をなすように思える。 この作品の最終の啓示のなかに, ポオ

の妻ヴァージェア死後の再生の夢, あるいは処刑さるべき主人公にわが身を重ねた上での<死

における結婚〉 の夢を読みとれぬものだろ うか。 SirJames G. Frazer ( 1854- 1941)はこの

神話が冬を地中で越す麦の神話であることを論証しているが(27), 喪われた娘が取 り戻された

とき, 母神データーテールがいったんは不毛に化した野を黄金の穂波打つ豊饒の地に一変さ

せ, それと と もに, 土地の諸公にのちにエレウシースの秘儀と して著名になる聖なる儀式を

示現した意味を強調している。 この神話の最古の版と考えられるホメ ーロスの 「デーメ ーテ

ール讃歌」 が密儀執行の手本と起源を暗示し, 他方密儀において両女神の神話が聖劇と して

演じ られるとい うよ うに, 神話と典礼がたいに説明しあ う表裏一体の関係にあった とされ

る(28)。 それにちなんでいえば, テクス トと しての 「黒猫」 と夢見者としての作者の無意識の

様相とは, たがいに説明しあい確認しあう関係にあるといえる。 不滅の神的霊魂を表わす動

物の冠一 九たび生き返る猫, 冬眠熊の暗喩と してのプルー トー- を頭上に戴き, 立姿のま

ま埋められた妻の最終的構図は(29), あたらしい生命としてふたたび萌え出るために地中に埋

められた麦の種子のアナロジーにおいて, 霊的存在としての魂の彼岸における真の誕生を用

意するものと して, 肉体の死と埋葬の思想をいみじ く も映し出していると思われるのである。

4 . 無意識様相の投影劇を通 して

殺人犯罪を語り手みずから告白するポオの小説(30)から読者が感ずるのは, 客観的な動機が

不在で, 犯行の必然性が意識的には納得できないこ とである。 被害者はいつも故なき脅迫感



性を しいたげ 悪のためにのみ悪をなそうとする不可解な魂の欲求」 であり, さ らに 「こ

の片意地こそは人間の心の原始的な衝動のひとつで, 人間の性格に采配を振る う不可分な根

源的機能または感情のひとつ」 なのだ。 しかるに万人が多かれす く なかれその犠牲にされる

のが避けがたいこの内的衝動に対し, 「哲学はなんの考慮も払わぬ」 ( いずれも M. 111. 852)

し, いまや宗教さえも無力になっているように見える。 この実存意識のうちに, ポオから学

ぶと ころのあった ドス トエ フスキー ( 1821- 81) のラスコールニコフヘ と典型化される近代

的自我の萌芽を感じる人もあるかもしれない。 しかしポオめ主人公にあっては, 自己はなお

「いと高き神の姿を型取って創られた人間」 (M. 111. 856) と して, 圧倒的な騏 りに拘泥され

ている。 いまや自我人格全体が盲目的な内的破壊衝動のチャン ピオンと化した自己を, なお

神の似姿と信じ続けると ころに, キリス ト教 ドグマの時代錯誤性が仄めかされる。

語り手はそれを認識することによって壊された自足的調和を取 り戻したい衝動からその存在

の沫消をはかるとい うパターンを取る(31)。 「黒猫」ではその点異例ともいえるほど語 り手は自

分の行為の不合理を語 り, 犯行に駆 り立てたものを“thespirit of perverseness” (片意地,

天邪気) とみずからの内に求めている。 それは 「魂みずからを さいなみ一 魂そのものの本
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であ り,

地下室壁面内の墓が露呈される最終タ ブローに至って極点に達するけれど, 黒猫が語 り手の

無意識のうちに 「魔女の化身」 なるものと して現前する心的過程ですでに兆していたにちが

いない。 この経過は分析心理学上の見方では, 「片意地」 とい う自我人格の 〈劣等〉 面が意識

化され統合された結果, 表面化してきた無意識的人格, つま り否定的霊との葛藤であ り(35),

主人公を捉える畏怖感はこの能動化された無意識的様相における自我の無力感に兆すもので

あろ う。 「片意地」と して説明される他我的悪霊に帰せられた内的破壊衝動について付言すれ

ば。 ソ クにあっても, 神性に内包される対立と して, いい換えればヘルメ ース文書などに

表わされる <神の息子〉 とその敵役と しての悪霊たる <アソテ ィ ミモソ・プネウマ〉 (模倣霊)

として考察されている。この悪霊は 「闇の霊」 と して人間の肉体に宿り, 「人間の魂に己れの

ありとあらゆる罪の傾向を実現させよう とする」 (36)ものである。 しかし主人公は自己の霊魂

支配するもので, 人間はその犠牲者となるものとされる(34)。 この霊的畏怖感は, 「黒猫」では

アナク ロニズみに化した教理に代わるべきあた ら しい救済の原理が見出されぬとき ポ

オは 「ユ リイカ」 への苦闘の末に代用真理には恵まれたのかもしれぬ一 魂は救済力を失な

ったものにさえしがみつこ う とする。 この理念と実存の亀裂からグロテスクな悪夢が立ちの

ぼる。 天と地の両極に吊るされた実存の状況は第二の黒猫の胸もとにある白毛の形姿に暗示

されている。 この白い絞首台の模様に主人公の注意を引 くのは, またもや妻のアエムスであ

る。 かつて壁面に刻印されたプルー トーの亡霊は, そ こから第二の黒猫と して抜け出で甦る

ことによって, 彼におのれの所業と運命を告げ知らせにく る。 男が逆吊りされた絞首台の絵

がタ ロッ ト・カードでも死神を表わす 13のカードの直前に置かれて, 二本の木の幹で表象さ

れるふたつの対立命題のあいだで逃がれるべ く もない受動性の姿で表わされる。 試錬の舞台

は12なる獣帯の数が意味する世界の円周, 「一切のものが等距離を置いて, 到達不可能なほ

ど遠 く引きはなされているように思われる巨大な孤独の舞台である。」(32)この宇宙の寄るべな

い被造者のこ ころを捉える感情を名づける とすれば, つ と にキ リス ト教神学の立場から

Rudolf Otto ( 1869- 1937) が , 「凡て の被造物 の上 に位す る かたに対 し て , 被造者が抱 く ,

自ら無に沈み去る感じ」 (33)- ス ミ ノ ーゼ, といってよかろう 。 オ ッ トーに言及するユソク

にあっても, numinosum (fr. L. 肴tt竹1eu神霊) はある特定な心理的体験の呼称として意味を

拡げ, 原因はなんであれ, 主体の恣意的意志活動とは無関係に生じ, 逆に主体の人間を捉え
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の神的起源の信仰を捨て切るこ とができず, ついに魂に固有の悪霊と折り合いがつけられぬ

まま, その虜となってしま うのである。

最後にいまいちど語 り手のレベルを離れ, 作家の深層心理に焦点を当てて黒猫の出所の陰

の闇を見た うえで論を閉じ よ う。 類いまれな知性と論理性に恵まれ, 天上的美意識に生きた

詩人にとって, 妻の発病と死の恐怖を目前にしたとき, 人間存在の根源的な不条理の様相は

まぎれもない実相と して見えたにちがいない。 彼がそれまで抱いてきた詩人的信念や価値基

準が覆され, 善なるものが悪に転換したときこそ, 黒猫の変容が招来する。 現実の状況に適

応を失った魂は, 酒による一時的な現実逃避となんらかの救いを求めて失われた幼年時代の

記憶, 夢, そ して神へと立ち戻るほかない。 絶対的善の具現と してのキリス ト教的神が彼の

悪霊にかまって く れかった ことは, すでに見た。 幼年時代の記憶と夢が深夜の <原初体験〉,

またぱそれが非現実のものだった としても, す く な く と も <原幻想〉 の悪夢を招き寄せるも

のだった こ とについても, 前篇に見た通 りである。

明きらかなのは, ヴァージェ アは母と同様に死神へ供されねばならぬ, とい う事実。 それ

は死へとゆっ く り衰えい く妻の変容を最期に至るまで看取ることを意味する。 ながびく死の

恐怖, それが心を狂気に駆り立てるも とになる。プルー トーが主人公から最初の暴虐を受け,

片目をえぐ り取られるのは, 彼が泥酔して帰宅した夜, 「猫が私を避けたと感じ られた」 (M.

111. 851) ためであると語られるが, これは猫の目から見れば, 主人公の顔にす く な く とも残

虐な表情がうかんでいたことを意味するにほかならない。 もしかしたら, それは殺意を語る

表情であったかもしれない。 ここであらためて警告するまでもないけれど, 病妻を殺すとい

うこ とを文字通 りに受けとってはならない。 燃える水で身も心も焼きつ く した男が, 幼時か

ら目にするのを もっ と も恐れたもの(37)をわが視野から遠ざけよ う とするこ と, いやむしろ必

死にそうしよ う としてしま うのではないか, という怖れである。 その意味では, 病妻を殺す

のではなく , 彼女を生きながら埋葬してしま うのではないか, という恐怖といったほうがい

い。 「黒猫」 の翌年に発表されだ ThePrematureBurial” ( 「早まった埋葬」 1844) には, 妻

の遺骸を納骨堂に納めて三年後その鉄の扉を引き開けた夫の腕のなかに, 経帷子に包まれた

妻の遺骸が直立の姿勢から崩れ落ちて く る恐怖が語 られているが, Roderick Usher と

Madelainの例を引 く まで もな く , ポオには生きながら埋葬される強迫観念があり, それがお

るのだ。 他者を犠牲に供した者一 神話レベルでは神の息子を犠牲に供した者 はかな ら

ずみずからも犠牲者に転化されねばならぬ, という含意において, 生きながら埋葬するとい

う行為は, おのれをも生きながら埋葬することを陰喩と して含み, 結局, 安楽死と しての自

殺行為を意味するのにはほかならないのである(38)。 もちろんこの所見をユソギアソの図式に

当てはめて, 抑圧された無意識は結局おのれを抑圧した自我意識に復讐し, 併呑してしまう

ものである, と読みとるこ と もできよう。

「黒猫」 にあっても, 妻の死骸といっし ょに黒猫を生きたまま墓穿に塗 りこめるとい う形

で, 早まった埋葬のモチーフが潜在しているが, この観点からすれば, 病妻を殺すこ と も自

殺することも, また病妻を安楽死させてやることも自己を安楽死させる形式として自殺する

ことも, 本質的には変 りがない。 ただみずからの生命を絶つことは, エレウシースの秘教で

へと転移されているのが認められる。Amonsillado” ( 「アモソテ ィ リャア ドの樽」 1846)

早まって埋葬された者は, 墓穿の外にいる埋葬した者に自分の状態を告げ知らせ, 彼をも墓

穿へっれこまねばならぬ6 こ うして 〈死神〉 は埋葬した者の上に直立した姿で倒れ落ちて く
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あると(39)キ リス ト教正統説であるとを問わず, 神的起源なるものへの危害と して大罪であっ

たから, ポオにあってもそのよ うな潜在的願望はいっさい認められぬ幻想と して抑圧されざ

るをえなかったのはたしかである。 この殺害幻想にも うひとつの潜在的願望が不可分に結び

ついているのを感ずる人はす く な く あるまい。 ポオの主人公がさ きの引用文にあるよ うに夢

魔の化身たる黒猫の重みが心臓にのしかかる息苦しさを語るのは, 生きながらの埋葬に伴う

苦悶への不安を反映するほかに, 性的願望の抑圧の存在を示している。 夢魔 < 夜の牡馬〉 に

はincubus(fr. L、緬c油a粍 tolieupon, 男性夢魔) と succubus (fr. L. sI{cc油a粍を, s油一十

cMbaye to lie under, 女性夢魔 } があ り , そ れぞれ睡眠中の婦女 , 男 と情交 を す る悪魔 と さ

れる。 ポオの主人公にとって女性夢魔たるべき黒猫が胸の上に横たわるのは, ある程度まで

ヴァージュアが発病を機と して性的呪縛力を持つ成熟した女性へと変貌する不安とい う前篇

での仮説の力点を裏づけるのに役立つかもしれない。 顕在テクス トで妻を殺すとい う表現で

表わされているものは, 潜在意識における病妻を犯す肺れと対応してお り, それが同時に恐

怖の核心 と しての現世における死の過程の終末と重な り合っているところに, この作品のき

わめて特異な暗喩構造が隠されている といっていい。 作家の意識にはけっ して受け容れられ

るこ とがなかった無意識の霊たちの性 と死のウロボロス的構図の投影劇を読みとるこ とが,

ポオの読者に委ねられているのである。

5 . 神話は読みとれたか

本論はあらかじめ断おったよ うに, ポオ研究において精神分析批評が果たした役割を検証

するためのものであって, 短篇 「黒猫」 に一貫した単一の解釈を与える作品論を意図したも

のでも, ま してや本格的なポオ論を企図したものでもない。 フ ロイ ト的な精神分析学による

マ リー ・ ボナパル トの批評と。 ソク的な分析的心理学に基づ く ロバータ ・ リーダーとマー

ティ ン ・ ピックマンの批評を概観しながら, 伝記的作家論レベルでの精神分析批評と作品論

的レベルを中心とする元型批評の洞察力とその批評視野の限界を検討してみた。 その結果こ

れもまえもって予想されるよ うに, フ ロイディ アソの方法が作家個人の無意識的所与との関

連において, テクス トの象徴言語醗訳によ り深層心理的要素の解読に道を拓き, 他方ユソギ

アソの方法が元型のもつ一般性を通して, 無意識様相の内面劇と して作品に普遍性を持たせ

るのに役立つのが認められた。 ただユソク学における象徴が担 う負荷は複雑で多重化されて

いるので, 作品の単一的解釈を性急に求めよう とすると, ともすれば作品が核心に内在する

秘められた意味の深みと関わ りのないと ころで, 無味乾燥な寓意的図式しかつかめない惧れ

がある。こ とに個性的な幻想構造を持つポオのよ うな作家の短い作品を対象にすると きには,

伝記資料に基づ く作家の深層心理の分析が解釈の直接的な鍵を提供する可能性がきわめてお

おきいといえる。

ふたたびポオに還って結論めいていえば, ポオのなかにはふた りのポオがお り, ひと りは

苦悩する 〈患者〉 ポオ, いまひと りは彼の無意識の伝言を伝えよ う とする 〈伝令〉 ヘルメ ー

スと してのポオである。 作家ポオは患者が夜内部の深みから受け取る象徴的な夢の手紙をひ

とつの心象図と して描き出す(40)。 患者ポオが聖なる病いにかかるのは, いにしえのデルポイ

のアポローソの神託所で, 彼の手で退治され岩石の割れ目に投げ捨てられた大 蛇の死体から

発生する と信じ られた霊気を受けて神がかりとなった巫 女だち と同様に(41), 地下の割れ目の

ようなこ ころの無意識の深みに棲む霊たちに出会うためである。 燃える水で身を焼き, 密儀

と しての病いにかかった患者ポオは, こ う しておのれの霊たちが自分の意識に対して訴え求

めよ う とする声を聞き, これを伝令のポオが記録する。 巫女の予言の恍惚状態を生じ させる
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過程のひとつに, 処女に蛇の目をむ りや りに見つめさせ, 魅惑された女が催眠状態に陥って

神の声を告げることがあったといわれるが(42), ポオの作品においても黒猫の目がその役目を

代行し, 黒猫の呪縛力に最初に反応するのは主人公の妻であった。 作家ポオは, 神託所の審

神者と詩人たちがしたように, 多 く の場合訳のわがらぬ言葉からなっている神託, つま り霊

たちの言葉を解読し, 人びとが聞き取 り うる詩的表現形式に仕立てあげるこ とだった。 さき

に引用した作品冒頭の一節で, 作者が待望した 「自分よ りもっ と冷静, 論理的で, はるかに

興奮しにく い知性」 (M. Ⅲ。850) の持主とは, 結局このような審神者, いわば患者ポ牙の魂

の深淵に発する悪夢の手紙の解読者にふさわしい精神分析医のごとき存在なのである。 これ

は神託の読解表現者と しての詩人にとって, きわめて不本意な告白であったにちがいない。

患者ポオが陥った秘儀としての病いはあまりにも重 く , 内部の深みから届いた悪夢の手紙

はロゴス的言語への願訳がほとんど不可能な言葉で書かれていたのだ。 作家ポオが一応の鶴

訳をなし終えた とき, 彼に霊たちがなにを求めているかを知 り, それにふさわしい犠牲や蹟

罪の儀式を果たし終えた安堵感が得られたかどうかはきわめて疑わしい。 ポオですらも宥め

祓 うことがで きない霊であればこそ, その出処を求めて模索の旅がここまで続けられたので

ある。 (完)
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